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東京より大幅に多い大阪の
コロナ死者数（７月17日時点）

を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

有
料
広
告
と
な
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
契
約
を
し
て
し
ま

い
、
無
料
期
間
経
過
後
に
高

額
な
広
告
料
を
請
求
さ
れ
た

場
合
で
も
、
す
ぐ
に
支
払
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
無
料

　

最
近
、
広
告
業
者
を
名
乗

る
業
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
一
定
期
間
、

無
料
の
求
人
募
集
広
告
を
掲

載
す
る
旨
の
勧
誘
を
受
け

て
、
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

無
料
期
間
経
過
後
に
高
額
な

広
告
料
を
請
求
さ
れ
る
と
い

う
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
申
込
書
面

や
確
認
書
な
ど
に
小
さ
な
字

で
「
無
料
期
間
経
過
前
に
解

約
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、

契
約
が
自
動
更
新
さ
れ
て
有

料
契
約
と
な
る
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
勧
誘
の
際
に

説
明
は
な
く
悪
質
で
す
。

「
無
料
」
だ
か
ら
と
い
っ
て

安
易
に
申
込
み
を
せ
ず
、
契

約
更
新
の
手
続
や
更
新
後
の

広
告
料
の
有
無
、
金
額
な
ど

期
間
経
過
後
は
解
約
を
し
な

い
限
り
有
料
広
告
と
な
る
」

旨
の
説
明
を
受
け
て
い
な
い

場
合
、
申
し
込
む
方
と
し
て

は
「
有
料
で
あ
れ
ば
申
込
み

を
し
な
か
っ
た
」「
自
動
的

に
有
料
広
告
と
な
る
と
知
っ

て
い
た
ら
申
込
み
を
し
な
か

っ
た
」
と
い
え
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
こ
の
場
合

は
、
契
約
の
重
要
部
分
に
錯

誤
が
あ
る
（
民
法
95
条
）
、

ま
た
は
詐
欺
（
民
法
96
条
）

で
あ
る
と
し
て
、
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
、
弁
護
士
が
介
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
請
求

を
止
め
る
広
告
業
者
も
い
ま

す
。
私
が
扱
っ
た
事
例
で

は
、
業
者
に
対
し
て
内
容
証

明
郵
便
で
錯
誤
又
は
詐
欺
に

よ
る
契
約
取
消
し
を
主
張
し

た
と
こ
ろ
、
業
者
か
ら
の
請

求
が
止
ま
り
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
ま
ず
は
弁
護
士
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
弁
護
士　

遠
地
靖
志
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第29回 無料求人広告の注意点は？

無料の期間確認を
契約取り消しできる場合も

イラスト・辻井タカヒロ

21・22年度　第16回　理事会報告　2022年７月９日
【報告事項】
・ 75歳以上医療費窓口負担２割化中止を求める請願署名への協力会員は552
人（協力率13.1％）、6597筆を集約した。

・ オンライン資格確認やマイナンバーの問題点を会内に知らせるため、保団
連事務局主幹・松山洋氏の解説動画をYouTubeにアップした。
【重点検討課題】
・ 新型コロナ対策では、保団連アンケート結果を活用して国や自治体に対策
を要望する。
・ 窓口負担２割化中止署名は、保険でより良い歯科署名の集約数（１万1000
筆）を超えることを目標に９月末まで取り組みを延長し、役員と事務局員
による会員訪問に取り組む。
・ 参院選を要求実現の場と位置付けた取り組みや、マイナンバー保険証・オ
ンライン資格確認の義務化反対、金パラ逆ザヤに対する運動などを討議し
た。

　

カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
誘
致
を
め
ぐ
り
、
住
民
投
票
の

実
施
を
目
指
す
市
民
団
体
が
、
吉
村
洋
文

大
阪
府
知
事
に
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を

求
め
た
。
カ
ジ
ノ
を
目
玉
政
策
と
す
る
吉

村
大
阪
府
知
事
は
「
住
民
投
票
は
必
要
な

い
」
と
の
立
場
だ
が
、
府
民
の
意
向
を
無

視
し
た
誘
致
は
許
さ
れ
な
い
。
カ
ジ
ノ
誘

致
の
賛
否
を
問
う
べ
き
だ
。

　

住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
署
名
は
20

万
筆
を
超
え
、
同
条
例
の
制
定
を
府
知
事

に
直
接
請
求
す
る
の
に
必
要
な
法
定
数

（
約
14
万
６
０
０
０
筆
）
を
大
幅
に
超
え

た
。
カ
ジ
ノ
誘
致
に
住
民
の
合
意
が
得
ら

　

大
阪
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
死

者
数
が
５
月
19
日
に
全
国
で

初
め
て
累
計
５
千
人
を
超

え
、
７
月
17
日
現
在
で
５
２

３
３
人
に
達
し
て
い
る
。
全

国
の
死
者
数
は
３
万
１
５
９

８
人
で
、
６
人
に
１
人
が
大

阪
府
の
死
者
と
な
る
。
人
口

が
東
京
の
６
割
ほ
ど
し
か
い

な
い
大
阪
で
コ
ロ
ナ
死
者
数

が
東
京
よ
り
約
14
％
も
多

い
。

　

大
阪
で
は
２
０
２
１
年
12

月
か
ら
の
「
第
６
波
」
以
降

は
高
齢
者
施
設
な
ど
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
多
発
し
、
入
院
で

き
ず
に
施
設
内
で
亡
く
な
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
。「
第

６
波
」
以
降
に
亡
く
な
っ
た

人
は
府
内
の
死
者
数
の
４
割

を
占
め
る
。

　

一
方
、
吉
村
知
事
肝
い
り

で
、
１
月
末
か
ら
運
用
を
開

始
し
た
１
千
床
の
大
阪
コ
ロ

ナ
大
規
模
医
療
・
療
養
セ
ン

タ
ー
は
十
分
に
利
用
さ
れ
ぬ

ま
ま
５
月
末
に
閉
鎖
。
主
に

無
症
状
・
軽
症
者
向
け
で
利

用
率
は
最
大
時
で
７
％
。
か

か
っ
た
費
用
は
約
60
億
円

（
全
額
国
支
給
）
。
運
営
を

担
っ
た
民
間
業
者
が
儲
か
る

だ
け
で
終
わ
っ
た
。

　

現
場
の
声
を
聞
か
ず
に
開

始
し
、
実
態
に
応
じ
て
軌
道

修
正
し
な
か
っ
た
結
果
に
他

な
ら
な
い
。
維
新
の
コ
ロ
ナ

対
策
は
、
保
健
師
の
抜
本
的

増
員
の
要
求
な
ど
、
現
場
の

声
を
無
視
し
続
け
て
き
た
。

こ
の
姿
勢
は
人
命
軽
視
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北

部
地
区
は
合
同
で
講
習
会

「
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修

復
攻
略
ガ
イ
ド
」
を
10
日
、

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併

用
で
開
い
た
。
講
師
は
同
市

北
区
開
業
の
吉
田
健
二
氏
が

務
め
た
。

　

吉
田
氏
は
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
に
よ
る
直
接
修
復

成
功
の
た
め
の
要
点
と
し

て
、
解
剖
学
的
特
徴
に
関
す

る
知
識
や
特
徴
を
再
現
す
る

技
術
、
思
い
通
り
の
色
を
出

す
技
術
な
ど
を
挙
げ
た
。
そ

の
上
で
、
歯
科
技
工
士
の
手

法
を
模
倣
し
て
技
術
を
習
得

し
て
い
っ
た
自
身
の
経
験
に

触
れ
な
が
ら
、
修
復
の
手
技

を
説
明
し
た
。

　

シ
ェ
ー
ド
・
テ
ー
キ
ン
グ

で
は
、
①
明
度
②
透
光
性
③

外
形
④
質
感
⑤
彩
度
⑥
色
相

―
―
の
順
で
重
要
に
な
る
と

述
べ
た
。
前
歯
部
の
修
復
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
し
、
観
察
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
指
摘
。
周
波
条
や
横

走
隆
線
な
ど
を
再
現
す
る
手

法
を
紹
介
し
、「
解
剖
学
的

知
識
を
基
に
外
形
・
質
感
が

見
え
方
に
与
え
る
重
要
性
を

理
解
す
る
こ
と
が
成
功
に
つ

な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

　

参
加
は
現
地
会
場
・
Ｗ
Ｅ

Ｂ
あ
わ
せ
て
63
人
だ
っ
た
。

　

厚
労
省
は
７
月
か
ら
労
災

保
険
施
行
規
則
の
改
正
省
令

を
施
行
し
、
労
災
保
険
の
特

別
加
入
制
度
の
対
象
に
歯
科

技
工
士
を
追
加
し
た
。
従
業

員
を
雇
っ
て
い
な
い
歯
科
技

工
士
は
「
一
人
親
方
そ
の
他

の
自
営
業
者
」
と
し
て
、
労

災
保
険
に
特
別
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
０
０
人
以
下
の
従
業
員

を
雇
っ
て
い
る
歯
科
技
工
士

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中

小
事
業
主
と
し
て
特
別
加
入

で
き
る
。

　

吉
村
知
事
は
責
任
転
嫁
に

終
始
す
る
。
４
月
、
府
内
約

５
０
０
病
院
の
う
ち
３
０
０

が
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
な
い
現
状
を
問
題
視
。

全
て
の
病
院
に
受
け
入
れ
を

迫
っ
た
。

　

だ
が
大
阪
府
保
険
医
協
会

の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
受
入
医
療
機

関
と
し
て
届
出
し
て
い
な
い

病
院
で
あ
っ
て
も
対
応
し
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
受
け
入
れ
て
い
な
い
病

院
で
は
、
病
棟
の
構
造
上
ゾ

ー
ニ
ン
グ
で
き
な
い
こ
と

や
、
人
員
の
問
題
な
ど
で
受

け
入
れ
が
困
難
な
実
情
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
同

協
会
は
実
態
を
受
け
止
め
な

い
吉
村
知
事
の
発
言
を
批
判

し
て
い
る
。

◇

　

大
阪
維
新
府
政
・
大
阪
市

政
の
実
情
を
リ
ポ
ー
ト
す

る
。

れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
を
め
ぐ
り
様
々
な
疑
惑
や

問
題
点
が
浮
上
し
て
い
る
。
昨
年
12
月
に

大
阪
市
が
決
め
た
夢
洲
整
備
へ
の
７
９
０

億
円
の
公
金
投
入
は
、
カ
ジ
ノ
誘
致
へ
の

公
費
負
担
が
青
天
井
に
な
る
危
険
性
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
地
の

液
状
化
対
策
費
を
市
が
負
担
し
た
例
は
な

く
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
へ
の
異
常
な
優
遇
措

置
に
批
判
が
相
次
い
で
い
る
。

　

大
阪
府
・
市
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
強
調

す
る
経
済
効
果
も
疑
わ
し
い
。
カ
ジ
ノ
の

経
済
波
及
効
果
１
兆
５
８
０
０
億
円
、
府

・
市
へ
の
納
付
金
７
４
０
億
円
、
カ
ジ
ノ

の
入
場
料
収
入
３
２
０
億
円
と
の
試
算
を

示
す
が
、
経
済
波
及
効
果
の
基
と
な
る
デ

ー
タ
を
公
開
し
て
い
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
が
及
ぼ
す
悪
影
響
へ
の
懸
念
も

消
え
な
い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
は

約
３
２
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
依
存
症
に
苦
し
む
患
者
・
家
族
を

増
や
す
こ
と
に
な
る
。
カ
ジ
ノ
誘
致
が
社

会
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
だ
。

　

吉
村
知
事
は
請
求
を
受
理
し
た
日
か
ら

20
日
以
内
に
府
議
会
を
招
集
し
、
住
民
投

票
条
例
案
を
提
出
す
る
。
条
例
の
成
否

は
、
府
議
会
で
過
半
数
を
占
め
る
大
阪
維

新
の
会
が
に
ぎ
る
。

　

維
新
の
会
は
「
都
構
想
」
で
「
住
民
投

票
は
究
極
の
民
主
主
義
」
と
主
張
し
２
度

も
強
行
し
た
。
民
主
主
義
を
掲
げ
る
な
ら

ば
、
住
民
投
票
で
民
意
を
問
う
べ
き
だ
。

府
民
の
声
に
背
を
向
け
、
誘
致
へ
突
き
進

む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

春夏秋冬

カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
誘
致

住
民
投
票
で
民
意
問
え

東
京
よ
り
多
い
コ
ロ
ナ
死

大阪維新大阪維新

②

大
阪
市
東
部
・
同
北
部
地
区

Ｃ
Ｒ
修
復
の
要
点
を
学
ぶ

労
災
の
特
別
加
入
に

歯
科
技
工
士
を
追
加

コンポジットレジン修
復における解剖学的知
識の重要性を語る吉田
氏＝10日、Ｍ＆Ｄホー
ル
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